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高可用性シームレス冗長性
高可用シームレス冗長性（HSR）は、国際標準規格 IEC 62439-3-2016第 5条で定義されていま
す。HSRはParallelRedundancyProtocol（PRP）に似ていますが、リングトポロジで動作するよ
うに設計されています。任意のトポロジの並列独立ネットワーク 2系統（LAN-Aと LAN-B）
の代わりに、HSRは反対方向のトラフィックを持つリングを定義します。このリングで、ポー
ト Aはトラフィックを反時計回りに送信し、ポート Bはトラフィックを時計回りに送信しま
す。

HSRは、パケット形式も PRPと異なります。スイッチが重複パケットを判別して廃棄できる
ように、追加のプロトコル固有情報がデータフレームとともに送信されます。PRPの場合、こ
れは冗長制御トレーラ（RCT）と呼ばれるトレーラの一部として送信されますが、HSRの場合
はHSRヘッダーと呼ばれるヘッダーの一部として送信されます。RCTとHSRヘッダーの両方
にシーケンス番号が含まれています。これは、受信したフレームが最初のインスタンスか重複

したインスタンスかを判断するために使用されるプライマリデータです。
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HSRは Cisco Catalyst IE9300高耐久性シリーズスイッチでサポートされています（サポートさ
れている SKUについては、このガイドの「ガイドラインと制限事項」セクションを参照して
ください）。このドキュメントでは、特に明記されていない限り、「スイッチ」という用語は

Cisco Catalyst IE9300高耐久性シリーズスイッチを指します。

（注）

このリリースでは、スイッチは HSR単一接続ノード（SAN）と 1つの HSRインスタンスのみ
をサポートします。また、1つのHSRまたは 1つの PRPインスタンスのみ作成できます。PRP
インスタンスを作成した場合、HSRインスタンスは作成できません。

HSRリングに接続された 2つのインターフェイスを持つ非スイッチングノードは、「HSR実
装ダブル接続ノード（DANH）」と呼ばれます。PRPと同様に、単一接続ノード（SAN）は、
RedBox（冗長ボックス）と呼ばれるデバイスを介して HSRリングに接続されます。RedBox
は、RedBoxが送信元または接続先となるすべてのトラフィックに対してDANHとして機能し
ます。スイッチは、HSRリングへのギガビットイーサネットポート接続を使用した RedBox
機能を実装しています。

次の図は、IEC 62439-3に記載されている HSRリングの例を示します。この例では、RedBox
は Cisco Catalyst IE9300高耐久性シリーズスイッチです。

図 1 :ユニキャストトラフィックを伝送する HSRリングの例

追加設定なしで HSRをサポートしないデバイス（ラップトップやプリンタなど）を HSRリン
グに直接接続することはできません。これは、すべての HSR対応デバイスが、リングから受
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信するパケットの HSRヘッダーを処理でき、リングに送信するすべてのパケットに HSRヘッ
ダーを追加できる必要があるためです。これらのノードは、RedBoxを介してHSRリングに接
続されます。上の図に示されているように、RedBoxには DANH側に 2つのポートがありま
す。非 HSR SANデバイスは、上流に位置するスイッチポートに接続されます。RedBoxは、
これらのデバイス向けに監視フレームを生成し、これらのデバイスがリング上で DANHデバ
イスとみなされるようにします。RedBoxがDANHとしてエミュレートするため、これらのデ
バイスは仮想ダブル接続ノード（VDAN）と呼ばれます。

ループ回避

HSRリング内の各ノードは、一方のポートから受信したフレームを HSRペアの他方のポート
に転送します。ループを避け、ネットワーク帯域を有効に使用するため、RedBoxでは、すで
に同じ方向に転送されたフレームは送信されません。ノードがパケットをリングに入れると、

そのパケットはループを避けるために次のように処理されます。

•宛先がリング内のユニキャストパケット：ユニキャストパケットが宛先ノードに到達する
と、パケットはそれぞれのノードによって消費され、転送されません。

•宛先がリング内にないユニキャストパケット：このパケットはリング内に宛先ノードがな
いため、送信元ノードに到達するまでリング内のすべてのノードによって転送されます。

各ノードは、送信したパケットの記録を、それが送信された方向とともに保持するため、

送信元ノードは、パケットがループを 1周したことを検出し、パケットを破棄します。

•マルチキャストパケット：マルチキャストパケットには、このパケットのコンシューマが
複数存在する可能性があるため、各ノードによって転送されます。このため、マルチキャ

ストパケットは常に送信元ノードに到達します。ただし、すべてのノードは、受信したパ

ケットをすでに送信インターフェイスを介して転送したかどうかを確認します。パケット

が送信元ノードに到達すると、送信元ノードは、このパケットをすでに転送したことを確

認し、再度転送せずにパケットを破棄します。

HSR RedBoxの動作モード
最も基本的な動作モードは、HSR-SANモード（シングル RedBoxモード）です。このモード
では、RedBoxを使用してSANデバイスがHSRリングに接続されます。このモードでのRedbox
の役割は、SANデバイスをリングの VDANとして表すことです。

このリリースでは、スイッチは HSR-SANモードのみをサポートします。（注）

HSR SANモード
HSR-SANモードでは、RedBoxがホストに代わって HSRタグを挿入し、ノード自体から送信
されたフレーム、重複フレーム、およびノードが一意の宛先であるフレームを除き、リングト

ラフィックを転送します。このモードでは、パケットが次のように処理されます。
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•送信元 DANHは上位レイヤから渡されたフレーム（Cフレーム）を送信し、フレームの
重複を識別するために HSRタグをプレフィックスとして付記してから、各ポートを介し
てフレーム（Aフレームと Bフレーム）を送信します。

•宛先 DANHは、一定の間隔内に各ポートから 2つの同一フレームを受信します。宛先
DANHは、最初のフレームの HSRタグを削除してから上位レイヤに渡し、重複フレーム
を破棄します。

• HSRリング内の各ノードは、一方のポートから受信したフレームをHSRペアの他方のポー
トに転送します。次の条件を満たした場合、ノードが一方のポートで受信したフレームを

他方のポートに転送することはありません。

•受信したフレームが、リングを回って発信元ノードに戻ってきたものである。

•フレームが、受信ノードの上流のノードを宛先MACアドレスとするユニキャストフ
レームである。

•ノードが同じフレームを同じ方向に送信したことがある。このルールによって、無限
ループでフレームがリング内で回転し続けるのを回避する。

HSRの CDPと LLDP
HSRは Cisco Discovery Protocol（CDP）および Link Layer Discovery Protocol（LLDP）に対応し
ています。CDPおよび LLDPは、レイヤ 2ネイバー探索プロトコルです。CDPと LLDPでは
どちらも、デバイスに直接接続されているノードに関する情報が提供されます。また、ローカ

ルおよびリモートインターフェイスやデバイス名などの追加情報も提供されます。

CDPまたは LLDPが有効になっている場合、その CDPまたは LLDPの情報を使用してHSRリ
ング上の隣接ノードとそのステータスを検索できます。次に、各ノードのネイバー情報を使用

して完全なHSRネットワークトポロジを特定し、リング障害をデバッグおよび特定できます。

CDPと LLDPは、物理インターフェイスでのみ設定されます。

詳細については、「HSRリングの設定」および「設定の確認」を参照してください。

HSRアップリンクの冗長性に関する機能拡張
HSRアップリンクの冗長性に関する機能拡張により、2つの個別のインターフェイスを 2つの
個別の HSR RedBoxを介して HSRリングから上流に接続できるといった、柔軟な設計が可能
になります。これにより、HSRリングの出口における単一障害点がなくなります。この機能を
利用して高可用性を改善できるプロトコルの例には、HSRP、VRRP、REPなどがあります。こ
の機能拡張が行われる以前は、これらのプロトコルが冗長アップリンクで使用されていると、

ネクストホップスプリットブレイン状態や REPフェールオーバー時間の遅延など、望ましく
ない結果が発生することがありました。

次の図は、HSRリングからのアップリンクネクストホップゲートウェイの冗長性を実現する、
HSRと HSRPを使用したネットワークの例を示しています。
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HSRのアップリンク冗長性を実装するには、fpgamode-DualUplinkEnhancement機能が無効に
なっていないことを確認します。この機能は、ディストリビューションレイヤのデュアルルー

タ（この場合は HSRP）への接続をサポートするために必要です。
Switch#show hsr ring 1 detail | include fpgamode
fpgamode-DualUplinkEnhancement: Enabled

出力に「fpgamode-DualUplinkEnhancement,:Disabled」と表示される場合は、次のコマンドを発
行します。
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Switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# hsr-ring 1 fpgamode-DualUplinkEnhancement
Switch(config)# end

HSRPの設定

次のHSRP設定の例は、上図の 2つのディストリビューションスイッチ（アクティブとスタン
バイ）に適用されます。次の設定では、HSRPがスイッチ仮想インターフェイス（SVI）で設
定されています。

Active# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Active(config)# interface vlan 10
Active(config-if)# ip address 30.30.30.2 255.255.255.0
Active(config-if)# standby 1 ip 30.30.30.1
Active(config-if)# standby 1 priority 120
Active(config-if)# end

Standby# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Standby(config)# interface Vlan10
Standby(config-if)# ip address 30.30.30.4 255.255.255.0
Standby(config-if)# standby 1 ip 30.30.30.1
Standby(config-if)# end

Active# show standby
Vlan10 - Group 1
State is Active
8 state changes, last state change 00:03:55
Track object 1 (unknown)

Virtual IP address is 30.30.30.1
Active virtual MAC address is 0000.0c07.ac01 (MAC In Use)
Local virtual MAC address is 0000.0c07.ac01 (v1 default)

Hello time 200 msec, hold time 750 msec
Next hello sent in 0.176 secs

Preemption enabled, delay min 5 secs, reload 5 secs, sync 5 secs
Active router is local
Standby router is 30.30.30.4, priority 100 (expires in 0.656 sec)
Priority 120 (configured 120)
Group name is "hsrp-Vl10-1" (default)
FLAGS: 0/1

Active# show standby brief
P indicates configured to preempt.
|

Interface Grp Pri P State Active Standby Virtual IP
Vl10 1 120 P Active local 30.30.30.4 30.30.30.1

Standby# show standby
Vlan10 - Group 1
State is Standby
13 state changes, last state change 00:04:17
Track object 1 (unknown)

Virtual IP address is 30.30.30.1
Active virtual MAC address is 0000.0c07.ac01 (MAC Not In Use)
Local virtual MAC address is 0000.0c07.ac01 (v1 default)

Hello time 200 msec, hold time 750 msec
Next hello sent in 0.064 secs

Preemption enabled, delay min 5 secs, reload 5 secs, sync 5 secs
Active router is 30.30.30.2, priority 120 (expires in 0.816 sec)
Standby router is local
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Priority 100 (default 100)
Group name is "hsrp-Vl10-1" (default)
FLAGS: 0/1

Standby# show standby brief
P indicates configured to preempt.
|

Interface Grp Pri P State Active Standby Virtual IP
Vl10 1 100 P Standby 30.30.30.2 local 30.30.30.1

注意事項と制約事項
• HSR-SANは、次のCiscoCatalyst IE9300高耐久性シリーズスイッチでのみサポートされて
います。

• IE-9320-26S2C-EおよびIE-9320-26S2C-A

• IE-9320-22S2C4X-EおよびIE-9320-22S2C4X-A

• HSR-SAN（シングルRedBoxモード）は、このリリースでサポートされる唯一のHSRモー
ドです。

• HSRは、スタンドアロン展開でのみサポートされます。スタック構成のスイッチではHSR
はサポートされません。

•サポートされる HSRインスタンスは 1つだけです。スイッチでは 1つの HSRまたは 1つ
の PRPインスタンスのみがサポートされるため、PRPインスタンスが作成されている場
合は HSRインスタンスを作成できないことに注意してください。

• HSRリング 1は、ポートのペア（Gi1/0/21と Gi1/0/22、または Gi1/0/23と Gi1/0/24）とし
てのみ設定できます。これらのポートペアを使用して、HSRリングを1つ設定できます。

• HSR機能には、Network Essentialsライセンスが必要です。

• HSR機能はデフォルトでは有効になっていないため、HSRリングを明示的に設定する必
要があります。

•必要なファームウェアイメージがシステムで使用できない場合、HSRは自動的に無効にな
ります。

•ポートがリングの一部になると、ポートのメディアタイプ、速度、およびデュプレックス
設定を変更することはできません。リングのメンバーシップを設定する前に、これらの設

定を適用することを推奨します。

•リングの設定後に HSRインターフェイスのモードがアクセスモードからトランクモード
に、またはその逆に変更された場合は、HSRリングをフラップすることを推奨します。

•推奨されるノードテーブル内のノードの最大数は512です。ノードは、同時にリングに接
続できるすべての DANHおよび VDANデバイスです。この数は絶対的な制限ではありま
せんが、エントリ数が多いほど、エンドデバイスが受信する重複パケットの数が増える可

能性があります。

• HSRリング内の最大ノード数は 50です。
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• HSRリングポートは、L2モードでのみ設定できます。

• HSRは、次のポートタイプでサポートされます。

• 100 Mbps、全二重。半二重はサポートされません。

• 1000 Mbps、全二重。半二重はサポートされません。

• HSRは、アップリンクポートではサポートされません。

• 1つのリングの両方のポートを同じ速度とタイプにする必要があります（つまり、両方が
SFPまたは銅線になります）。

•次のプロトコルと機能は、同じポート上の HSRと相互に排他的です。

• PRP

• EtherChannel

•リンク集約制御プロトコル（LACP）

•ポート集約プロトコル（PAgP）

• Resilient Ethernet Protocol（REP）

• MACsec、HSR、および PRPを同時に使用することはできません。

• HSRを介した PTPはサポートされていません。

• HSRでは、MTUサイズが最大 1998バイトのイーサネットペイロードがサポートされま
す。

• STPは HSRリングではサポートされていません。デフォルトでは、スパニングツリープ
ロトコル（STP）のすべてのモードがリングポートで無効になります。

•スイッチドポートアナライザ（SPAN）およびリモート SPAN（RSPAN）は、HSRでは
サポートされていません。つまり、SPANと RSPANを使用して HSRリングのトラフィッ
クを監視することはできません。また、RSPANを使用して監視されているトラフィック
は、HSRリングを介して転送しないでください。

• HSRリング内のすべてのインターフェイスの速度とデュプレックスを同じ設定にすること
が重要です。リングのメンバーシップを設定する前に、これらの設定を適用することを推

奨します。

•ポートがリングの一部になると、そのポートをシャットダウンすることはできません。

たとえば、Gi1/0/23と Gi1/0/24が HSRリングの一部である場合、Gi1/0/23または Gi1/0/24
をシャットダウンしようとしても、操作は許可されません。

Switch(config)# interface range gi1/0/23-24
Switch(config-if-range)#shutdown
%Interface GigabitEthernet1/0/23 is configured in a HSR ring shutdown not permitted!
Switch(config-if-range)#

HSRリングのシャットダウンを実行できます。次に例を示します。
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Switch# conf t
Switch(config)#int hs1
Switch(config-if-range)#shut

•トランクモードやアクセスモードなどのVLAN設定は、リングに参加している両方のポー
トで同じにする必要があります。たとえば、HSRリング内の Gi1/0/24と Gi1/0/23がトラ
ンクモードである場合、いずれか1つのポートをアクセスモードに変更すると、リング内
の両ポートがバンドルされなくなります。

Switch(config)# interface range gi1/0/23-24
Switch(config-if-range)# switchport mode access
Jul 27 22:00:27.809 IST: %EC-5-CANNOT_BUNDLE2: Gi1/0/23 is not compatible with
Gi1/0/24 and will be suspended (trunk mode of Gi1/0/23 is access, Gi1/0/24 is dynamic)

•インターフェイスがHSRリングに追加されると、プライマリインターフェイスカウンタ
のみが更新されます。物理インターフェイスが HSRリングに追加された後は、個々の物
理インターフェイスを設定したり状態をチェックしたりする必要はありません。

•スイッチの 2つのポートで HSRリングを設定するとすぐに、HSR設定がまだ適用されて
いない他のスイッチでMACフラップが観察されます。すべてのスイッチでリングを設定
する前に、スイッチで新しく作成した HSRリングをシャットダウンし、以下に示すよう
に 1つずつ再度有効にすることを推奨します。たとえば、リング内に 4つのスイッチがあ
る場合は、各スイッチで HSRリングインターフェイスを無効にします。
Switch1(config)# interface range gi1/0/21-22
Switch1(config-if-range)# shutdown
Switch1(config-if-range)# hsr-ring hs1
Creating a HSR-ring interface hs1
Switch1(config-if-range)# int hs1
Switch1(config-if-range)# shutdown
Switch1(config-if-range)# end

4つのスイッチすべてにリングを設定したら、各スイッチのHSRポートを再度有効にしま
す。

Switch1# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch1(config)# int hs1
Switch1(config-if-range)# no shutdown
Switch1(config-if-range)# end
Switch1#

これにより、メンバースイッチでHSRリングを設定する際に暫定的なMACフラッピング
が発生しないようにします。
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デフォルト設定
表 1 : HSRリングのパラメータ

デフォルト値範囲説明パラメータ

400ミリ秒0～ 65535重複する廃棄テーブル

から非アクティブなエ

ントリをクリアする時

間。

entryForgetTime

enable有効化または無

効化

送信元MACのフィル
タリング用 FPGAレジ
スタを設定します。

fpgamode-DualUplinkEnhancement

6000ミリ秒0～ 65535ノードテーブルから非

アクティブなエントリ

をクリアする時間。

nodeForgetTime

500ミリ秒0～ 65535起動後に RedBoxが監
視フレームの送信を開

始しなければならない

時間。

nodeRebootInterval

25ミリ秒0～ 65535HSRポーズフレーム間
の時間間隔。

pauseFrameTime

6000ミリ秒0～ 65535プロキシノードテーブ

ルまたはVDANテーブ
ルから非アクティブな

エントリをクリアする

時間。

proxyNodeTableForgetTime

2000ミリ秒0～ 65535監視フレームのライフ

チェック間隔値。

supervisionFrameLifeCheckInterval

supervisionFrameOption

デフォルトなしMACDAの最後
の 8ビットオプ
ション値（1～
255）。

監視フレームの宛先

MACアドレスに含ま
れる最後のバイト

（01:15:4E:00:01:00）。
末尾の 00は、このパ
ラメータの値に置き換

えられます。

mac-da
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デフォルト値範囲説明パラメータ

disable有効化または無

効化

VLANタグ付きフレー
ムの Canonical Format
Indicator（CFI）を有効
にします。

vlan-cfi

00～ 7監視フレームのVLAN
タグに設定するサービ

スクラス（COS）値。

vlan-cos

00～ 4095監視フレームのVLAN
タグ。

vlan-id

disable有効化または無

効化

VLANタギングオプ
ションを設定します。

vlan-tagged

インターフェイス

HSRリングMAC
アドレス

48ビット
RedBox MACア
ドレス

監視フレーム内の

RedBox MACアドレ
ス。

supervisionFrameRedboxMacaddress

3ミリ秒0～ 65535監視フレーム間の時間

間隔。

supervisionFrameTime

HSRリングの設定
HSRリングを設定するには、次の手順に従います。

始める前に

•この章の注意事項と制約事項（7ページ）セクションを読み、理解します。

• HSRリングを設定する前に、HSRリングのメンバーインターフェイスが、FlexLinks、
EtherChannel、REPなどの冗長プロトコルに参加していないことを確認します。

ステップ 1 グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

Switch# configure terminal

ステップ 2 （オプション）CDPをグローバルに有効にして、HSRリングノードに関する情報を提供します。
Switch(config)# cdp run

ステップ 3 （オプション）LLDPをグローバルに有効にして、HSRリングノードに関する情報を提供します。
Switch(config)# lldp run

高可用性シームレス冗長性
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ステップ 4 インターフェイスコンフィギュレーションモードに入り、HSRリングに割り当てるポートで PTPを無
効にします。

Switch(config)# interface range gi1/0/21-22
Switch(config-if-range)# no ptp enable

ステップ 5 （オプション）HSRリングに割り当てるポートで CDPを有効にします。
Switch(config-if-range)#cdp enable

ステップ 6 （オプション）HSRリングに割り当てるポートで LLDPを有効にします。
Switch(config-if-range)#lldp transmit
Switch(config-if-range)#lldp receive

ステップ 7 HSRリングを設定する前に、ポートをシャットダウンします。
Switch(config-if-range)# shutdown

ステップ 8 HSRリングインターフェイスを作成して、ポートを HSRリングに割り当てます。
Switch(config)# interface range gigabitEthernet 1/0/21-1/0/22
Switch(config-if-range)# hsr-ring 1

ステップ 9 （オプション）必要に応じて、HSRリングのオプションパラメータを設定します。パラメータの説明、
範囲、およびデフォルト値については、「デフォルト設定」セクションを参照してください。

Switch(config-if-range)# hsr 1 supervisionFrameLifeCheckInterval 10000

ステップ 10 HSRインターフェイスをオンにします。
Switch(config-if-range)# no shutdown
Switch(config-if)# end

例

Switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Switch(config)# interface range gigabitEthernet 1/0/21-1/0/22
Switch(config-if-range)# no ptp enable
Switch(config-if-range)# shutdown
Switch(config-if-range)# hsr-ring 1
Switch(config-if-range)# hsr-ring 1 supervisionFrameLifeCheckInterval 10000
Switch(config-if-range)# no shutdown
Switch(config-if-range)# end

高可用性シームレス冗長性
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すべてのノードテーブルと VDANテーブルのダイナミッ
クエントリのクリア

ステップ 1 ノードテーブル内のダイナミックエントリをすべてクリアするには、clear hsr node-tableコマンド
を入力します。

ステップ 2 VDANテーブル内のダイナミックエントリをすべてクリアするには、clear hsr vdan-tableコマンド
を入力します。

設定の確認

目的コマンド

指定されたHSRリングの設定の詳細が表示さ
れます。

show hsr ring 1 [detail ]

HSRコンポーネントの統計情報が表示されま
す。

HSR統計情報をクリアするには、clear
hsr statisticsコマンドを入力します。

（注）

show hsr statistics {egressPacketStatistics |
ingressPacketStatistics | nodeTableStatistics |
pauseFrameStatistics}

HSRノードテーブルが表示されます。show hsr node-table

HSR仮想ダブル接続ノード（VDAN）テーブ
ルが表示されます。

VDANテーブルとプロキシノードテー
ブルは同じです。

（注）

show hsr vdan-table

HSRリングのCDPネイバー情報が表示されま
す。

show cdp neighbors

HSRリングの LLDPネイバー情報が表示され
ます。

show lldp neighbors

高可用性シームレス冗長性
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設定例

HSR-SAN

次に、4台のデバイス間でGi1/0/23およびGi1/0/24ポートを使用したHSRリング（リング 1）
の設定例を示します。

図 2 : 4台のデバイスを使用した HSRリングの設定

IE9300-1# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
IE9300-1(config)# interface range gi1/0/23-24
IE9300-1(config-if-range)# shutdown
IE9300-1(config-if-range)# hsr-ring 1
IE9300-1(config-if-range)# no shutdown
IE9300-1(config-if-range)# end
IE9300-1#
IE9300-2# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
IE9300-2(config)# interface range gi1/0/23-24
IE9300-2(config-if-range)# shutdown
IE9300-2(config-if-range)# hsr-ring 1
IE9300-2(config-if-range)# no shutdown
IE9300-2(config-if-range)# end
IE9300-2#
IE9300-3# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
IE9300-3(config)# interface range gi1/0/23-24
IE9300-3(config-if-range)# shutdown
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IE9300-3(config-if-range)# hsr-ring 1
IE9300-3(config-if-range)# no shutdown
IE9300-3(config-if-range)# end
IE9300-3#
IE9300-4# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
IE9300-4(config)# interface range gi1/0/23-24
IE9300-4(config-if-range)# shutdown
IE9300-4(config-if-range)# hsr-ring 1
IE9300-4(config-if-range)# no shutdown
IE9300-4(config-if-range)# end
IE9300-4#
IE9300-1# sh hsr ring 1 detail
HSR-ring: HS1
------------
Layer type = L2
Operation Mode = mode-H
Ports: 2 Maxports = 2
Port state = hsr-ring is Inuse
Protocol = Enabled Redbox Mode = hsr-san
Ports in the ring:
1) Port: Gi1/0/23
Logical slot/port = 1/3 Port state = Inuse

Protocol = Enabled
2) Port: Gi1/0/24
Logical slot/port = 1/4 Port state = Inuse

Protocol = Enabled

Ring Parameters:
Redbox MacAddr: f454.3365.8a84
Node Forget Time: 60000 ms
Node Reboot Interval: 500 ms
Entry Forget Time: 400 ms
Proxy Node Forget Time: 60000 ms
Supervision Frame COS option: 0
Supervision Frame CFI option: 0
Supervision Frame VLAN Tag option: Disabled
Supervision Frame MacDa: 0x00
Supervision Frame VLAN id: 0
Supervision Frame Time: 3 ms
Life Check Interval: 2000 ms
Pause Time: 25 ms

IE9300-2# show hsr ring 1 detail
HSR-ring: HS1
------------
Layer type = L2
Operation Mode = mode-H
Ports: 2 Maxports = 2
Port state = hsr-ring is Inuse
Protocol = Enabled Redbox Mode = hsr-san
Ports in the ring:
1) Port: Gi1/0/23
Logical slot/port = 1/3 Port state = Inuse

Protocol = Enabled
2) Port: Gi1/0/24
Logical slot/port = 1/4 Port state = Inuse

Protocol = Enabled

Ring Parameters:
Redbox MacAddr: 34c0.f958.ee83
Node Forget Time: 60000 ms
Node Reboot Interval: 500 ms
Entry Forget Time: 400 ms
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Proxy Node Forget Time: 60000 ms
Supervision Frame COS option: 0
Supervision Frame CFI option: 0
Supervision Frame VLAN Tag option: Disabled
Supervision Frame MacDa: 0x00
Supervision Frame VLAN id: 0
Supervision Frame Time: 3 ms
Life Check Interval: 2000 ms
Pause Time: 25 ms

IE9300-4# sh hsr ring 1 de
HSR-ring: HS1
------------
Layer type = L2
Operation Mode = mode-H
Ports: 2 Maxports = 2
Port state = hsr-ring is Inuse
Protocol = Enabled Redbox Mode = hsr-san
Ports in the ring:
1) Port: Gi1/0/23
Logical slot/port = 1/3 Port state = Inuse

Protocol = Enabled
2) Port: Gi1/0/24
Logical slot/port = 1/4 Port state = Inuse

Protocol = Enabled

Ring Parameters:
Redbox MacAddr: f454.3312.5104
Node Forget Time: 60000 ms
Node Reboot Interval: 500 ms
Entry Forget Time: 400 ms
Proxy Node Forget Time: 60000 ms
Supervision Frame COS option: 0
Supervision Frame CFI option: 0
Supervision Frame VLAN Tag option: Disabled
Supervision Frame MacDa: 0x00
Supervision Frame VLAN id: 0
Supervision Frame Time: 3 ms
Life Check Interval: 2000 ms
Pause Time: 25 ms

IE9300-3# sh hsr ring 1 detail
HSR-ring: HS1
------------
Layer type = L2
Operation Mode = mode-H
Ports: 2 Maxports = 2
Port state = hsr-ring is Inuse
Protocol = Enabled Redbox Mode = hsr-san
Ports in the ring:
1) Port: Gi1/0/23
Logical slot/port = 1/3 Port state = Inuse

Protocol = Enabled
2) Port: Gi1/0/24
Logical slot/port = 1/4 Port state = Inuse

Protocol = Enabled

Ring Parameters:
Redbox MacAddr: f454.335c.4684
Node Forget Time: 60000 ms
Node Reboot Interval: 500 ms
Entry Forget Time: 400 ms
Proxy Node Forget Time: 60000 ms
Supervision Frame COS option: 0
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Supervision Frame CFI option: 0
Supervision Frame VLAN Tag option: Disabled
Supervision Frame MacDa: 0x00
Supervision Frame VLAN id: 0
Supervision Frame Time: 3 ms
Life Check Interval: 2000 ms
Pause Time: 25 ms

関連資料
• Cisco Catalyst IE9300高耐久性シリーズスイッチのドキュメント。

• IEC 62439-3『Industrial communication networks - High availability automation networks - Part 3:
Parallel Redundancy Protocol (PRP) and High-availability Seamless Redundancy (HSR)』

機能の履歴

機能情報リリース機能名

Cisco Catalyst IE9300高耐久性
シリーズスイッチの初期サ

ポート

Cisco IOS XE 17.13.1高可用性シームレス冗長性

（HSR）- HSR-SAN（シング
ル RedBoxモード）
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/switches/catalyst-ie9300-rugged-series/series.html
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


